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【 実 施 要 項 】

大 会 役 員

大会会長

大会副会長

大会委員長

大会副委員長

岩間 弘

杉山 保夫

山本 久徳

九鬼 愼次

檮原 渉    

城 利英   

宮脇 寛   
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藤田 一豊    

江﨑 徹

樋口 士郎   

大立目 佳久   

清水 栄嗣   

宮本 ともみ

（一般社団法人三重県サッカー協会 会長）

（一般社団法人三重県サッカー協会 副会長）

（一般社団法人三重県サッカー協会 副会長）

（一般社団法人三重県サッカー協会 専務理事）

（一般社団法人三重県サッカー協会 理事）

（一般社団法人三重県サッカー協会 理事）

（一般社団法人三重県サッカー協会 理事）

（一般社団法人三重県サッカー協会 理事）

（一般社団法人三重県サッカー協会 理事）

（一般社団法人三重県サッカー協会 理事）

（一般社団法人三重県サッカー協会 理事）

（一般社団法人三重県サッカー協会 理事）

（一般社団法人三重県サッカー協会 理事）

（一般社団法人三重県サッカー協会 理事）

大会委員 野村 卓也

北澤 義孝

澤田 一雄

（一般社団法人三重県サッカー協会 FS 委員長）

（一般社団法人三重県サッカー協会 ４種委員会委員長）

（一般社団法人三重県サッカー協会 ４種委員会 FS 部顧問）

一般社団法人三重県サッカー協会各理事

競 技 役 員

競技委員長

競技副委員長

運営委員長

運営副委員長

濱田 恭光

三宅 正純

辻本 浩久

西田 純大

廣崎 元昭

伊藤 一男

（一般社団法人三重県サッカー協会 FS 委員会４種 FS部部長）

（一般社団法人三重県サッカー協会 FS委員会４種 FS部南勢地域委員長）

（一般社団法人三重県サッカー協会 FS委員会４種 FS部北勢地域委員長）

（一般社団法人三重県サッカー協会 FS委員会４種 FS部上野地域委員長）

（一般社団法人三重県サッカー協会 FS委員会４種 FS部中勢地域代表）

（一般社団法人三重県サッカー協会 FS委員会４種 FS部北勢地域代表）

運営委員 [桑 員]

[鈴 亀]

[中 勢]

[伊 勢]

[上 野]

[志摩]

水谷 孝

横山道彦

林 弘樹

亀井健太・石島英和

・小林千宏

堀 宏一

中村幸樹

[四日市]

[ 津]

[松 阪]

[阿 山]

[名 張]

[オープン]

水谷吉康

原川健一

山添 真 浅沼典朗    

中 芳彦

吉岡慶直

世古和正・山中雄介

技術部長

審判部長

審判副部長

審  判

安藤 政利

伊藤 一男

水谷 孝

（一般社団法人三重県サッカー協会 FS委員会４種 FS部技術部委員）

（一般社団法人三重県サッカー協会 FS委員会４種 FS部北勢地域委員）

（一般社団法人三重県サッカー協会 FS委員会４種 FS部北勢地域委員）

各帯同審判員（FS認定審判員）
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１．大会名称 バーモントカップ 第 27回全日本少年フットサル大会三重県大会

２．主  催 一般社団法人三重県サッカー協会

３．主  管 一般社団法人三重県サッカー協会 FS 委員会 4 種フットサル部

４．後  援 中日新聞社

５．特別協賛 ハウス食品グループ本社株式会社

６．協  力 モルテン

７．開 催 日 2017 年 4 月 8 日（土） ・ 9 日（日）

８．会  場 ゆめドームうえの

会場責任者： 伊賀地域委員長 西田 純大

９．参加資格 ① フットサルチームの場合

「フットサル４種」として公益財団法人日本サッカー協会（以下、「本協会」とする。）に

加盟登録した単独のチームであること。一つの加盟登録チームから、複数のチームで

参加できる。本協会に承認を受けたクラブを構成する加盟登録チームについては、同

一クラブ内の他の加盟登録チームに所属する選手を、移籍手続きなしに参加させること

ができる。

② サッカーチームの場合

「４種」として本協会に加盟登録した単独のチームであること。一つの加盟登録チーム

から、複数のチームで参加できる。本協会に承認を受けたクラブを構成する加盟登録チ

ームについては、同一クラブ内の他の加盟登録チームに所属する選手を、移籍手続き

なしに参加させることができる。男女の性別は問わない。

③その他

・   1 チーム 4 人までの外国人選手の登録を認める。但し外国人選手が同時にピッチ

上に 2 名を越えてはならない。

・   引率者は，当該チームを指導掌握し，責任を負うことができるものであること。

・   大会登録用紙に必要事項を記入し提出する。登録選手は 1 チーム 20 名以内，ベ

ンチ入り選手は 1 チーム 12 名以内。

10．参加チーム 三重県サッカー協会 FS 委員会に参加申し込みをした 48 チーム

11．競技形式 ①  1 日目は、参加「４８チーム」を、3 チームブロック１６グループに分け、リーグ戦を行っ

てグループ内順位を決める。

※3 チームブロックの 1 位が 2 日目に進出する。順位決定は勝点制とし、勝：3 点、引分：1

点、負け：0 点とする。

※勝点が同じ時は、対戦成績、得失点差、総得点、運営本部による抽選の順序により順

位を決定する。

②  3 チームブロックの成績の良い 2 位（ワイルドカード）２チームも 2 日目に進出する。

ワイルドカードは勝点・得失点差・総得点・抽選の順にて決定する。

③ 2 日目は、「1８チーム」による２次リーグ実施後、決勝トーメントを実施する
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④  2日目2次リーグは、3チームブロック６グループに分け、リーグ戦を行ってグループ内順

位を決める。1 位及びワイルドカード 2 チーム「計 8 チーム」が決勝トーメントに進出する。

12．競技会規定 実施年度のフットサル競技規則による。

ただし、以下の項目については、本大会の規定を定める。

① ピッチサイズは２８m×18m 2 コート設営

② 使用球：フットサル用 3 号球

③ 競技者数

交代人数 7 名以内。ベンチに入ることができる役員は 3 名以内とする。

④ 競技者の用具

（1） シューズは室内用のものを使用し、裏があめ色か白色のものとする。

（2） すね当て着用のこと

⑤ 試合時間

（1） 予選リーグ：14 分（前後半各 7 分間）ランニングタイム。

ハーフタイムのインターバル：2 分間。

（2） 決勝トーナメント：16 分間（前後半各 8 分間）ランニングタイム。

ハーフタイムのインターバル：2 分間。

（3） 決勝戦のみ、12 分間（前後半各 6 分間）のプレーイングタイム。

ハーフタイムのインターバル：2 分間。

タイムアウト（1 分間）を前半・後半に 1 回ずつ各チームがとることができる。

⑥ 試合の勝敗を決定する方法（競技時間内で勝敗が決しない場合）

（1） 予選リーグ及び 2 次リーグでは、引き分けとする。

（2） 決勝トーナメントでは、PK 方式により勝敗を決定する。

（3） 決勝戦のみ、前後半 2 分ずつの延長戦を行い、それでも決しない場合は、PK 方式によ

り勝敗を決定する。

⑦ 本大会期間中に退場及び 1 試合に 2 度の警告を受けた者は次の 1 試合に出場でき  

   ない。また、本大会期間中に警告の累積が 2 回目となった選手は次の 1 試合に出場で

   きない。ただし、警告が予選リーグ及び 2 次リーグにおいて、1 回のみの場合は決勝ﾄ  

   ーナメントに持ち越さない。

13．ユニフォーム ① ユニフォーム（シャツ、ショーツ、ソックス）は、正のほかに副として色彩が異なり、  

   判別しやすいものを大会登録票に記載し、各試合に必ず携行する。

② ユニフォームのうち、シャツの色彩は審判員が通常使用する黒色と明確に判別しう

   るものでなければならない。ショーツ、ソックスについても避けるように努める。

③ シャツの背面に登録した番号をつける。シャツの前面、ショーツにも選手番号を入

   ることが望ましい。（注：全国大会ではシャツ前面に必須）。

④ ゼッケン１は GK とする。

14．表彰 ① 優勝、準優勝、3 位、4 位までを表彰する。

② ベスト 4 以上に進出したチームより、優秀選手を 5 名選出し表彰する。

15．事故対応

16．傷害補償

万一の事故等は、チームにて対応し、主催、主管、後援等には責任を問わない。

チームの責任において傷害保険に加入しておくこと。
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17．その他

① 審判員

② 参加費

③ 集合時刻

③

④ 選手チェック

⑤ 交代要員

⑥ ホイッスル

⑦ 棄権の扱い

⑧ アップ

⑨ 飲食・飲水

⑩ ゴミの処理

⑪ 質問等

⑫ 全国大会

⑬ 東海ＦＳフェス

ティバル

フットサル認定審判員とする。（フットサル審判員証を持参の事）

主審・第２審は帯同、第３審判員は運営スタッフが務める。

1 チーム 5,000 円を、当日受付にて支払う。（キャンセル時も支払う。）

(1) 1 日目 ABCDEFGH ブロック・・・８時 00 分（＝指導者、帯同審判）

ＩＪKLMNOP ブロック・・・12 時 30 分（＝指導者、帯同審判）

集合時刻の 10 分後には、指導者、帯同審判それぞれの打合せを行う。

(2) 2 日目は各チーム（選手，指導者）8 時集合とし、指導者ならびに審判の打合せ

を行う。

(3) 開会式は、2 日目 8 時 50 分より行う。

(4)役員及び運営委員は、1 日目７時 30 分集合、2日目 8時集合。

  ※ 体育館の玄関は８時００分開場。それまでは会場には入れない。

試合開始 20 分前とし、正・副のユニフォームと選手証を持参する。

選手チェックに指導者かチームスタッフが１名同席する。

場合によっては、ユニフォームの着替えを運営委員が指示することがある。

ベンチの交代要員はビブス着用（ユニフォームと異なる色が望ましい）。

A コート・・・コルク無し、B コート・・・コルク有り

チームの責に帰すべき事由により棄権する場合は，「0-5」で敗戦したものとする。

3 チームブロックにおいて大会開始時より棄権の場合、残りの 2 チームが 2 試合行う

ことで上位を決定する。

第二競技場をｱｯﾌﾟｺｰﾄとして使用できます（使用時間は大会日程を参照して下さ

い）

会場での飲食は、観客席のみ可能。階段やロビーでの飲食は禁止。

コートやスタンド内の給水及び飲食は、指定された箇所にて行うこと。

自チームが出したごみ等は、各チームの責任を持って処理をする。

質問等がある場合は、競技役員に尋ねて下さい。

（競技役員はスタッフネームプレートを付けています。）

優勝チームは（2017年 8月 18日～8月 20日）に

（東京/駒沢体育館、大田区体育館）にて実施される全国大会に出場する

権利と義務を有する。

上位３チームは（2017 年 8 月 6 日）に（スポーツの杜鈴鹿体育館）にて実施さ

れる東海大会に出場する権利を有する。
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                   大会日程

１日目（8日）

７：３０

  ８：００

  ８：１０

９：００

１２：３０

１２：４０

１３：２０

２日目（9日）

７：５０

８：００

８：１０

８：５０

９：２０

１３：１５

１４：４０

１５：２５

１５：５０

役員・運営委員集合及び会場準備

Ａ～ＤＥ～Ｈグループ集合（選手，指導者，帯同審判）

指導者，審判打ち合わせ

午前予選リーグ開始

Ｉ～ＬＭ～Ｐグループ集合（選手，指導者，帯同審判）

指導者，審判打ち合わせ

午後予選リーグ開始

役員・運営委員集合

集合（選手，指導者，帯同審判）

指導者，審判打ち合わせ

開会式

２次リーグ開始

決勝トーナメント

（１３時以降、第２競技場は閉鎖）

決勝トーナメント 準決勝

決勝トーナメント ３位決定戦

決勝トーナメント 決勝

閉会式

   

１日目第２競技場でのウオーミングアップ

８：１５～第１試合（A1/A2、E1/E2）の 4 ﾁｰﾑｱｯﾌﾟ開始（10 分間）

８：３５～第２試合（B1/B2、F1/F2）の 4 ﾁｰﾑｱｯﾌﾟ開始（10 分間）

   以後のﾁｰﾑは自ﾁｰﾑの試合の 2試合前の開始から後半の開始時間まで使用することが可能です

12：45～第 13 試合（I1/I2、M1/M2）の 4 ﾁｰﾑｱｯﾌﾟ開始（10 分間）

13：00～第 14 試合（J1/J2、N1/N2）の 4 ﾁｰﾑｱｯﾌﾟ開始（10 分間）

  以後のﾁｰﾑは自ﾁｰﾑの試合の 2試合前の開始から後半の開始時間まで使用することが可能です

   2日目第２競技場でのウオーミングアップ

8：10～第一試合（A1/B1、I1/J1）の 4 ﾁｰﾑｱｯﾌﾟ開始（10 分間）

8：25～第二試合（D1/E2、L1/M2）の 4 ﾁｰﾑｱｯﾌﾟ開始（10 分間）

以後のﾁｰﾑは自ﾁｰﾑの試合の 2試合前の開始から後半の開始時間まで使用することが可能です

決勝トーナメントについては試合コート上にて直前３分間アップとする。

  開会式（２日目）            閉会式（決勝戦終了後）                

１６：１０

１６：１５

１６：２０

１６：２５

選手集合

成績発表及び表彰

主催者挨拶

閉会式終了

８：４８

８：５０

８：５５

８：５６

８：５８

選手集合

主催者挨拶

選手宣誓

諸注意

退場


